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　県相双地方振興局と同農林事務所が集
会所で講演会を開きました。講師の東京
農業大学名誉教授・小泉武夫さんは「日
本食を見直し健康づくりに生かそう」と
講演。また、「かーちゃんの力・プロジ
ェクト協議会」会長の渡邊とみ子さん（前
田・八和木)も活動について講演し、メ
ンバーと共に料理も振る舞いました。
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参考になりました。
お話のように少し
でもできたらと思
います

　「大木戸ふれあいセンター」で開い
たもちつき会に、国見町を訪問してい
た女優で赤十字広報特使の藤原紀香さ
んが立ち寄りました。住民の男性たち
は、藤原さんや国見町の太田久雄町長
ともちつき。女性たちはつゆもちやき
なこもちを用意。広い和室に配膳し、
藤原さんらと一緒に、つきたてを味わ
い歓談しました。
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　富山県高岡市から浄土真宗本願寺派高岡教
区の皆さんが訪れ、住民と共にもちつきを行
いました。この支援は今回が４回目。夏休み
には３年連続でホームステイにも招かれてお
り、支援と交流が続いています。つき上がっ
たもちは、あんこもち、きなこもちなどに。
アツアツのうどんも振る舞われ、皆が笑顔で
味わいました。
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藤原さん（右から２番目）、太田町長（右端）
と賑やかにもちつき         ⓒIchigo Sugawara

きなこもちが
好き。おいし
かったです

　伊達市の温泉施設「カッパ王国」で新
年会。初めに勉強会で村職員から除染や
賠償について聞き、その後は入浴や会食、
大衆演劇などを楽しみました。会食では
齋藤政行会長（前田）が「判断は急がな
くても前向きでいよう。今日は大いに語
りましょう」とあいさつ。50人を超える
参加者が乾杯し近況を語り合いました。

　小正月を迎えるのに合わせて、伊達東公民館で、
だんごさしともちつきの会を行いました。会には、
日頃お世話になっている伊達市と村の社会福祉協
議会や支援団体、警察官など多くの人を招き、交
代でついたもちを皆で味わいました。菅野榮子さ
ん（佐須）が前年近くの畑で育てたじゅうねんの
「さいもち」も振る舞われました。

　飯野町の早春の風物詩「つるし雛ま
つり」に２年連続の出品をしようと、
つるし雛を作っています。この日は「飯
野町つるし雛愛好会」の須田美起子さ
んを講師に、集会所で３回目の作り方
教室です。古布の風合いを活かした「ウ
サギ」が出来上がると、表情の違いを
見せ合う皆さんの楽しそうな笑い声が
聞こえてきました。
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皆が笑顔でおいしいもちに舌鼓

華やかに「藤華新流」「藤
田民舞歌謡」によるアトラ
クションも

集会所も利用して
いますが、今日は
皆の顔が見られて
いいですね

紀香さんは本当
にきれいで。来
ていただけると
は思ってもいま
せんでした
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（つるし雛の作り
方は）やっと覚え
てきましたよ


